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濶葉樹 を原料:する ﾡ府酸 パ ル 
ブ製造に就いて•(第一報)硝酸處

理に際Lて の確酸消費に就いて

技 師 內 田 丈夫 
技贏：渡：邊, 賢彌

本邦バルブエ業のﾡ來に於て従がの主原料でわ る針葉樹, 殊にエ 

y ッ並に ト ドッ以外の他の式源にの原料を求むる事が急務ご 

a れ, 利々の資源に就い て研究論誠 されつ ゝ わるﾡでわる。又延い 

二は從來主と して使用 されっ 、 ある亞硫酸法以外の蒸解法に就いて 

% 研究が進 められ て 居る 處 で あ る。

番人H 従茶バル プ原料ご して利用 された こ どの少い渦葉樹を使用 

しバルプの製地試験を金岡した。而 して泄葉樹の繊維は周知の如く 

一般に針薬樹の殺維に比べて短かく, 爲めに製紙川と しては局限さ 

れz簡圏のみに使用さる 、 こごが考へられる。故に吾人は製紙用こ 

しての 淵葉樹バル プ製造 を目的ど する 以外に純ど の高5 いこどを 要求 

される化撃用月ルプの製道そ 目的ご したo
濶葉樹は針葉樹に比べて ッ グ= ン物質少ないが, ベントーザン 

等合有多い こ ご力知られてルる。1両して化戦用バルプは共の 

使用目的の公めに純高度く ペン トーザンぐの合有量の少ないこどが

求されて居るo
Sclaarschmidt 並に Novak 氏等は木材に硝酸を作用 させる ミ 」 

グ ニ ンごの間にのみ反Nを生じ, 他成分は酸化ヌ加水分解を受け



るこどと 認め て居る。 而 してス殺維素 は之ご共存す るソグ= ン等 

のイ物に比して酸化剤に耐ゆる %のビ され,Korsheniosky氏はﾡ 

木棉繊維 を 稀砲酸 に て處型 し條件の 適常な 場合 に はQ一繊維素の塔加 

する こと を認めて居る。

以上のH々 の試盛結果か ら ・ 條件の適當な 場合には稀硝酸に依つ 

て潤葉樹から 品質の良好なバルブの製造が考へられる。技に於て番 

々 は稀循酸 を 使用 し濶葉樹の無解試驗を 進め に。

納酸は Muldelの研究に初 り,幾多試驗 され又多数の特許 

わ ら且つ工業的に行はれたが, 本法の従楽多 く 利用されなかつこ開 

は耐酸性金属の不備, 硝酸處理後の アノレ カリ.處理等の煩雜性,削片 

製造の不圖沿,硝酸の高價等にある と されて居る。然しながら一方 

砌後蒸無法に依ると常限に於て處理され得ること,温度の低い小, 

其他反應時間の短かい c ご 等の利が考へ られる。且つの爲 め に 

連續蒸解の 町能性 ・ 考厳に入れ られるであらう。

本法の工業化に困難視された耐酸性資材は近年金屬研究の進步と 

に完成 され,Feltmamn 氏はは石材, 珪酸鐵等に依 り 此の困難な 除 く 

と し 本邦に於てるﾡ々の耐の酸性金属の売成が逃けれらてルろ。 

剛ル製ﾡ工ﾡる ツバーの機構攻究に依 め 將來をの缺黙も 取 り 除か 

れ得る こ と %可能であ ら う。

ﾡに於て確酸の高uな: と の難験に對しては出來得•る限 め m酸 

費の節減を計り,所期の目的のールプを製型すべき處理僚件を狙ぶ 

の必変が本法の完成に勢して認められるであら う。 依つて本試驗に 

於 て は 先づ硝酸處理に際 し て各種處理ﾡ件の確酸河ﾡ 及 す影響 

の概略を知るに努めた。

原料として(厚さ 0.5~L0mm 長さ並に幅共に 10mm の削片 を 

刑ひ た)伐採 後數年間 野外に 放 み さ れた" うないかんは" Betula Na- 
ximowiczii) を用ひた。

今本試驗に 使用 し 原料の有機組成分に就いて見ろ に;

水 分 8.44%
灰 分 0.6795

ルョール・ ベシゾール抽出 物 1.69%

冷 水 揃 出 物 4.92%
濃 水抽出物 0.519%
】？お 苛性M達抽出物 11.91%
べ ン トーザン 29.379%
セルローズ 55.4996
ッグニン 20.7890

ベントーザンはフロロ グル シ ン水法に依 り, セルロー ズは ク・ス 

バン氏法に依つた。リグ=ンは 80%硫酸を使用する方法に順じ 

z。此の表から明かな如く “だけかんぱ” は有機組成分の大部分は 

ペントー ザン, セルローズ並にリグニンに依つて占められ, セルn 
ーズ, ペントーザン並に リグニンの順に減少 し 針葉樹ごはのﾡを 

興レベ ン トーザンにみ, ッ グ= ンに分ると ごが認め られる。

試験方法と して前記削 10g そ取り 800ce の三角瓶に入れ,豫 

め定量した晴徹神被を必変量証加し, 後被量を 70cc こしz。添加 

後直ちに逆流冷却器を附 レ T湯庫で所ﾡ温度に加温持頼慮週を行 

つc。農型後三版の内容物を放座ﾡ過曜上に移し, 黄色となった 

削片と處理療液と を分離し,處理療液に就いて共の中の附、酸ほを定 ・ 

量し, 7oce 中 の硝酸量に換算 した。

間ルは必ﾡな場合には十分熱水そ以てﾡﾡし 原料に対して 1096 
の苛性州達 ほを有する 400ee の溶液中 に, 入れ,30分間加温し, ボー 

ルミにて解術後, 盤素に依って喪素化を行ひ,更に稀ﾡ性前逢許 

iにて加温し, 溶液之分離後洗滌し,原料に到して0.0779%の有 

効曜米 z イすﾡ紗に て 漂白精製 を行ひ, ト分に洗滌 し乾燥 (60C)



し秤;よして精製バルブ号を求めた。

Payne 氏は處理 y 便川すべ を 硝酸濃度はサ熊搾槽を原料と しての 

試整に於て 89% ﾡ酸 10 倍を以て適然であ aこし 八泳氏等 は 

同原料の場合 リグニン及 ベン トーザンの除去率大に して, 織維素に 

興ふる副作用の可及的少しと考へらるゝﾡ件は 8～5%. 神酸そ用い 

100°C で 1.。 時問處理する にあ りどしc。而 して下田氏等は稻薬に 

對する硝酸蒸解試驗に於て 1%, 2%並に49% の硝酸の硝酸消費:;: 

は 4% 前破處理に於て最%多いが化ﾡ用バルプこしては 4%内外 

の確酸を適常とするここそ 認め てルる。

吾々は前記處理法に從って原料に對 し 5898 の前酸量を量高濃ﾡ 

ごL,16.5% を最低濃度とし,補々の濃度の硝酸を使用 し酸濃度の 

ﾡ酸清ﾡの上に及ぼす影響を協した。ﾡ理時間を 1.5 防間とし週 

温度を 100°C 並に 90Cに し て行っ た試驗結果は次表の通 ら であ る。
t ・

原料二斜ス 

ル町酸濃性

M 料-到 
ス た 残 f 
硫 破 域

M町彼=3
ス ・央間中

原料二丹 
ス ル 消 驶 

ﾡ ゆ 述

M町破= 

ス ～清中
i ﾡ 溟 ﾡ

1 デ23.076 358 3.92+ 6j2
2 1.3 13989 33.8 27.331 66.2 1o0°C3 218 7.032 283 17.768 71.7

? 165 4.527 27.4 11.973 726
5 580 29.379 52.5 28.621 175
6 41.3 2i674 506 ・19626 49.4 oyC7 24.8 10.499 42.3 14.301 57.7
8 165 6261 379 10.299 62.1

示レ 原硝酸量に對しては 72.68 の消費を示し,90Cの場合には 

各々 10.2 並に 62.16 そ示した。

ﾡの如く M硫酸浪度が高い場合,原酸量にﾡする清費準は低いが, 

M料に到する酸の清費量は高い ここが知 られる。以上の試驗 忆於て 

100Cで理した際原料に到して 16.596 の耐破を以てする防, 削 

片の解舒は不 卜分であった爲,本試験結果に於て原料に封して 24.8 
% の町徹 そ以っての 場合が及低濃度 ご考へられた。

而 して同一原濃度(こ於て温度低い もの. 例へば本試験にかて 58% 
の原酸濃度處理の時 90'C の場合原料に對する消犯硝酸呆は 2866 
でわるが, 100,C に於ては 34,996 そ示す如くﾡ理温度の低いるの 

ば温度の高い %のに比べて願村に勢する清ﾡ確酸量少ないとどが知 

られ,J理油度の高低も亦消費準の上に影響そ行するこ ごが製ひ知 

られるo
Routala 氏等の硏究に依る と 5% 以下の稀硝酸 と ッ グ=ンごの反 

Mは 70°C附近よ ら生ずるこごが知られて層る。 ﾡに於て 70'C 以 

上の温度を變化し,前記の試驗結果から適常な り と考へられる條件, 

則ち原料にﾡするﾡ酸濃度を 25% ごし原料に到し7倍の液を添 

加 し 各温度毎 て處理時間 を越へ試 を 行つ o

以上の結果か ら 明かなや う に原硝酸濃度の高い場介には低い % の 

に比べて消費 される砲酸量多く 100℃ 處理に於て 58% の前酸浪 

の場合原料に對して 34.96 を消費 し原稍酸景に對して 00.2%. の清 

費準そ示した。90C に於ては各々 28.6 6に47.5% そ示した。10.5 
%の場合に 100C 處理に於て原料に對し 11.9% のm酸を



次表に共の結果を示す。
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6 13.99 560 11.01 +.0 1.。 ・

7 13.14 52.5 1186 17.5 2o1

8 11.94 47.7 13.06 52.3 3-0 8が°C

9 8.53 3.i i6.7 65.9 4.0

10 802 32.1 1698 67.9 5.0

11 1281 51.2 12 19 188 1-0

12 10.92 42.7 1408 57.3 20

13 10.07 133 1.93 59.7 30 9yc

14 809 32.3 16.91 67.7 4.0

15 7.05 28.2 1895 71.8 5.0

16 1088 13.5 1.12 565 0.5
1

17 853 3イ.1 16.17 65.9 1.0
18 7.23 289 17.77 71.1 1.5

19 5.62 225 19.38 77.5 2.0

20 4.21 168 20.79 83.2 2.5
・
100C

4.20 i67 20.80 833 30
22 4.10 161 20.92 836 35

23 3.80 15.2 21.20 84 8 4.0 -
2 363 145 21.37 85.5 4.5

25 3.60 14.4 21.10 856 50
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1時間並に 2 時間の希限處理に於て 70C の場合け反不十分で 

御酸 Iの定は 行は なかつた。稍酸の消費量は處理温度の増加 こ 共 

にf加 し,例一ば 1 間の場合 80c, 90C Eに 100C の 場合に於 

ての原料に到する確酸湾費量は各々 11.0,12.2 並に 16.5% でわ2 
た。次いで同一處理温度に於て處理時間 を数化 し九際の硫酸消費量



はど理時間が長 く な る ど共にﾡ大増大してろる こ どが認め られたo 
期ち例へはば 90-C の場合 1 跡間の陸理に於て原料にﾡする清費酸量 

は 12.2% なるに比し, 5 時間の場合には 18.05% に増加して茶る。 

本試験純果に依るけ 70C の處理温度忆於て原料(こ對 し 25% の前 

酸を使用 し場合5防間の虐理を持績する も 十分な結果を認め る こ 

ど は出楽なかつた。80°C の處理に於て % ﾡ十分の結果を認め るこど 

が出來なかった。90C の場合短時間に於ては満足すき十分の繊果 

は得られなかつこがバルプの解術はは可能でわつな。100C の油度で 

ﾡ型を行2た場合前記こ同様に時間の長短は原料に對す る酸消心力 

の上に其の影響が認められる處で 2.5 時 開 超は消费垃急激に増大 し 

それよ ら %長いへﾡ理ﾡ川では僅少の差そ示すに到るこどが認められ 

た。(め三園)

今の 100°Cにてﾡ理して得た精製バル プ収量並にその β-並 

に ▼-般維来合は共ﾡの通らでる。

本か ら 明かなや う (に補製バル プの版量はﾡ理時間の増加ど共に 

潮次減少 し,2.5 時間以上の處理時网 に於て は共の收用の上に大差 

ない結果が示された。
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而 し て バル プ中 の a-般維素合有は共の遊少でわ る が, 2.5 時 

問迄の返理に於ては漸次増加 し此の辞問以上の處理を行ふ 金 ・- 繊 

維 楽合 it。 間 には 大差の無 とご が推測 される。

依って本原料を使用 した切合 100C の消座にて 2.5 時問迄の處理 

に依 め 前酸にて作用 され得べき共存物の大部分は 作用 される に到 る 

ゅのご考せら る、處であ る。下m氏等") は100C ﾡ理に於ては 4 
%俏酸使用の際 1.0 時間で反應は殆 ど終了す ゐここを認め た。才試 

隠に於て % 100C にて處理 しな場合0.5～1.。 時間で略必要な反噛は 

先了せしめ得るであら う ご考へられる。此の場合の硝酸消費法!： 原 

料に謝して 14.19～10.47均15.3% を示し Wuittermore 氏の反噛 

のみにかての清豊量 (原料に對 して)15.596 に略々相等しい ことが 

知 られこ。



以上の行試験結果から潤葉樹を原料と し稀硝酸に依って處理しパ 

ルブを製する時, 共の確酸清費の越勢に就いて共の事が認め られ

こo
1) 原料に到するﾡ酸滑費量は添加する耐酸浅度,賞理時間の長 

短並に處理温度等に關係を有する。

i) 同消費は本武験純國内 のfにがては使川 した硝酸濃度 

と略々市線的に增減する。

iD) 本試敷範ﾡ内にてはﾡ理味間の長いるの利, 同一温度に於 

て同一濃度を使川 した際酸消費量は増加する。100C の場合に於 

て原料に登し25% の確を仙川 し際, 2.5 時間以内口同酸費 

量は登激に増加し, の後の増加は催少でわる。 .

i ﾡ理型度の上ごに本償験補岡内に於ては同一油度, 同 

一酸濃度の 場合酸刑費量は増加する。

2) 1o0c の賞理温座にて木ﾡ料使刑の時原料に勢して 25%の 

硝酸濃度を安全な る我低濃度と考へられる %ので, 此の濃度を以て 

木原料使川の場合收量,バル プの品質等の黙か ら 0.5～1.。 時間内外 

に於て略々必要な反應は完了する %のやう に推測される。

9) 本原料を使用し 100C のl理温座で 0.5～1.。 時間のﾡ項の 

易合前記酸濃度を使用する時,消費:ほは原料伝對して14.12〜16.47 
% 不均 15.8% にある ことが認められた。

他の消葉樹に到する酸河拠量並に本方法に依 る 中間工業試騎/)補 

果に就き ては他の報告に譲る。

本試ﾡにW して御援助あ りこる前場長石原供三並に直接心験に 

参員ありこる化単部位に深みす。 . /

1)三油伊八郎,西川屹二著：木材化か

9 下田 功： ﾡ和十一年 級紙素工業 第十=®

3) 八油飛和, 大西 u, 竹村和動: W和十年 工染化ルﾡ誌 第二 十八卷

同 (第二報) 無處理硝酸廢液 の繰返 し 

使用に於け る 硝酸消費 に就いて

第一報に於て "だけかん" そ原料こして耐酸並に市性書述にに依 

る化學川パノレブ製造に於いて硝酸處理の際の種々の處理條件と,確 

酸の消費の關係に就0て述べた。共の結果'だけかんぱ’'に於ては 

100G, 0.5～1.0時間の處週で原料に封し2596 の耐酸量を催用した 

場合, バルプのル量並に品質等にﾡして適常な精果そ得 共の際の 

耐酸消費はは原料に對して 14～166 内外でわるとごが知られ。

以ト一の試験結果から知られるように本限使用に依るバルブ製造に 

於ては短時間ﾡﾡで十分な効果 を上け得る ご 共にﾡ液中には原料に

て 156 内外原府酸に到し約 4094 の酸が殘留する。依つて此 

○等のﾡを考厳 し且つ本ﾡ使用の性質から激被の前酸を簡』に同 

牧 し,再使用に供す る こごが本酸仙川に依るバル プ裂造の主要なﾡ 

の-2こ して考へられる處である。然しながら硝酸の回收に就いて 

は *酸催用ル プ製地(に到する映照こ して從來取り上げられて居る 

ﾡでわる。

本前被ﾡ中には多量のか機物質がﾡがして居 り の除去を必要 

こす る處であるが疲液を無處理の t ・ その中に消費酸状を追加 し, 

再び此の液を硝酸處理に使用し,此の際の酸消費ほの消長並にパル 

プの品質の上に及区す結果に就い て求めた。

水試験に於け る試験方法ご しては第一報にてﾡ破ﾡ則に到し適荷 

な め ご認め られこ 100C, 0.5～1.。 m間及び1.5 時間の處理時間を 

ﾡび,酸濃度る同様に原料に到して 256 の硝酸を使用 した。後の 

虐理に就いては第一報のそれに川じc。原料と して%前同様"だゅ 

かんは" を選び之を削片と して使用 した。木試験に於ては幾液を繰
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返 レ使用す る ﾡ前酸療液 を温き内 に, ﾡ瓶 と 刑ひ逃か に 黄色物質 

から分離し, 残団する残流物を更にﾡ締して, その中に合れ被 

を 出來得る限り 分離 し,ﾡ液の冷却後共のﾡ液の量を測定し,且つ 

の内一定量を取つて合ま る ゝ硫酸量を測定 し,ﾡﾡ液中の硫酸量 

そ算出し,原料に到して25% ごなる様再び晴酸を追加した。液址 

は原料に封して7倍ごなるや う(に蒸ﾡ水そ加へた。斯く,して得た液 

そ新し 前に加〜,前記のﾡ理ﾡ件に て處ﾡ し再び同様の 方法を 

繰返し5回績行しな。

本試験に於てﾡ液けは初め淡責色を呈し,冷却後ﾡ液中に締出しな 

行機物質中の一部はﾡし, 他はﾡし液はは透明でわつにが,総 

レ使用 そするこ 共に漸次黄色は褐色 を星する 到 り 更に液は潮次;混 

濁して迷るとごが認め られz。
今以上の試ﾡ方法を以つて行つた試験結果を示すごの通りでか 

る。

-12-

座 飛 座 料 _ニ 到 ス _と ___ t耐酸= 別

残 留 町 改 量 m 史帯 微 量 z ・ i -{? m

第 一 回

0.5 11.76 13.24 52.96
1.0 11.10 13.90 55,60
1.ラ 7.34 17.66 70.64

第 = 回

05 10.59 14.41 5764
1.0 9.73 15.27 G1.08
1-5 7.22 17.78 71.12

第 三 回

0.5 10.43 14.57 58,28
1.0 9.15 1585 63,10
1.5 7.21 17.79 71.16

第 四 回

10 90s J5.92 6368
8.09 17.9I 7184

第 元 回
1.0 8,48 1652 : c608g
1ラ 7.22 I7.78 71.12

木表から明かな樣に第一回目處理に於ての硝酸消我率は 0.5 時間 

の場合 53.09%, 1.。 時間の場合にかては 55.6%, 1.5 時間の處理を 

行つた場合 70.6% を示しな。第二回 目處理には消費率は 0.5 防間 

にがては 57.696, 10 時間の場合には 61.1% に達 して居る。15時 

間ﾡ理 を 継績 した時は 71.1% に逆 し な。 第三回 目處理の場合 0.5 
洋間操作を行った時 58.396, 1.0 時間の處理の場合には 08.496 の 

消費率を示し,1.5 時間ﾡ週を行つたﾡは第二回目のそれご麻々同 

じく 71.2% に達した。耐して幼三回目の賞週にかて05時間の場 

合蒸解は不十分であつた。数に於て以下の理は 0.5 時間の ものは 

除いて進めた。第四回 目 に於ては L0 時間處理の塢合消我率は 68.7 
% に述し,1.6時間j闘理を継ﾡした際は第二並に第三回目の清費率 

ご陥々等しく 71.8% を示して居る。第五回目に於ては 1.。 時間の 

ﾡ選に依り 66% の消質率を示し,1.5 •時間處理の際は第四回目其 

他ご略々同じく 71.198 に達した。依って見 る に處理回數を 重ねる 

ﾡに原酸に到する清費幸は同一賞則ﾡ件の下に於ては加す a こ 

ごが知 られ, L5 時間の處理に際しては第一回目 よ り略々同一の消 

Jを示す こ とが知 られる。両 して各回に於てﾡ理時間の増加ご共 

「消費率の増加が認められる處である。之に就いては第一報に得た 

第一回目のみの繊果ご規を一つにするとごが知られる。以上の地勢 

' ・Mにﾡするﾡ酸滑費に就いて%同様のでわ ら う。(第一圖)
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以上の結果にめいては他の樹H, 例へば "しなのき"(TiliaJjaPO- 
nica) に就て行っな試験に於てる略々同様の結果が得られたﾡ 

そ の ﾡ果 を示すナご次炎の近りでわる。( 賞則ﾡ件は "な けかんば" 

於ける 場合 と 同様のも の を採用 して。)

蔵料 = 3すス心 原砂彼=3

・ 間 残 f 高 酸 量 t 費 高 で 量 スル 消 費 率

一 l
助 , ゥ: :
0.5 14.53 10.17 11.88
1.0 12.84 12.16 4864
15 9.71 1529 61.16

第 = 四

0.5 13.12 1I.88 +7.52
10 10.33 14.68 58.72
1.5 S.77 ・ 16.23 G1.92 \

第 三 m
0.5 13.2+ 11.76 17.0イ
1.0 10.52 14.48 57.92
1.5 9,2 15.58 62.32

第 四 回

0.5 • 1イ.17 13.83 55.32
1.0 10.10 11.90 59.42
15 9.42 15.58 62.32

第 五 回

0.5 '10.61 14.39 57.56
1.0 9.92 15.08 6232

9.28 15.72 629

本炎に依れば残液中残置す る 研酸 等に就い て は "だけかんば" 

ご の数価 そ 巣す るこご大でわるが, 之は 雨樹ﾡの有機細成分 

他のﾡ』なる虐に原因する %のであらう と推察される。而して消費 

率の強勢は兩樹種の間に髭的相違は冇るに拘は らず, 建型回ﾡの増 

加 と 共に處理條伊の同一の場合漸次増加す る こ こが知 られる。又同

・回目に於ては處則時間の増加ごに河費準る増加して楽る。且つ 

1.5 時間 の處理時間 の際前記の "だけかんば" のそれご同 じ く 第一回 

目 處理 より 殆ど 同一 の 消費率 そ 示 す緒果 そ 認 め 得た»である。

きに以上の様に繰返 し硫酸坂液を使用 して削片を處即 した場合 

に得たルプの敗に就いて見る ご次表の如く, 第一回目處理の場 

40.5Eに1.0時間ﾡ則に於て原料にﾡして40% そ示し 第二回目に 

於ては 42-11% そ, 第三回目 に於ては 1.。 時間處理に依り 4294 そ, 

第四回目る同様に42% z, 第玉回目に到れ1.0時處理に於
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て 42% と示し2o 1.5時間用の場合る前ご川(に燃ﾡしﾡの 

増加と共に收量の増加力マ認められた處である。此の傾向は“しなの 

き" そ原料ご して同様の處理を行つた場合に於て %認め られるﾡで, 

ﾡ則回致の増加ごに同一厳別催件の下に於ての収は州加 して 

楽る。然しながら化駅用ルプは共の品価の純良であるごに品質 

の均一性であ る ここが必要で,・攻のみを以て則ﾡ件に到する 

察 を行ふこ こ は 出來ない 處 で ある。次 ぎに 以上の處則 を行ってﾡし 

ェバルプの ・→,β-並に Y-般維素合iに就いての品ﾡの一城を割 

ベ 結果大ﾡの通 ら で わる。

バ ル プ

間
大 バ

0-戦編業 た織*素

.5Q
 5
 

Q

 5

第 ・
* ・: ・
4 92.53 2.00 5+7
1つ 92.77 1.81 512
39 93.21 1.3卜 5.25

二

42 • 8999 301 771
11 90.19 272 78
41 91.06 / 260 63

第 三 回

42 S9.47 1 3 39 7.I •
12 89.71 1 3.21 J 7.08

,• 四
;2 ・ 89.+3 1 315 1 7.12
42 8963 1 3.15 1 7.22

第 : |><1
42 3.27 7.59
42 8999 3.03 6.98

% (こ下りッ 第四回目に到れば S9.4% を, 第五回目に於ては 89.1% 
と示した。P- 繊維素は第三回目の 10 時間の處理に於て 3.4%, 第 

四回目には 3.5, 第回目には 3.3% を示し。丫-: 繊維素は第三回 

日よ り第元回目 7.1-7.696 をそ示した。1.5 時間の處理を行った も 

の納一回目に 98.2%, 第二回目に於ては 91.19%, 第三回目にはは 

80.7%, 第四回目に到れば 89.66, 第五同目には 90.0% 内外の ・- 

戦維業合量そ示した。依つて見るに ・-般維来合はﾡ測回敷を重

ゐごにﾡバプ中に減少し, P-i並に *- 繊維素含盛の増加が 

製ひ知られる。

耐jして第二回目のﾡ則に依つて製せられたバルブトの ・- 様維 

合は 第一回目の%のに 比 べ て 稍々 急激に減少 と 示して 居 る。の 

際一方に於て確酸河費率の明ﾡな増加が認め られる %のであるご同 

聞に, 1.5 時間處理以外力處用!時間に於て第二冋口以降の各回の砧 

酸清費神ご製せられたバルプの ・-般維求合量:を比校するm, 此 

の II に 何等か の関係の 存在が製 ひ知 られる。

ぶに前述の清費の状館を示した "しなのさ"のバルプ中のa- 
が•維索令毋の消患を第一回ミ第五同こ に就いて見る と次表の通 ら で 

わる。

則ち第一回目のど理にては0.5 (こ 1.。 時間ど理るのけり・め

-92.8 %の ・-殺維そ, 1.8 〜 2.0% の p- 般維, 5.4-5.5% Y 
ﾡ維来を合イして»る。第二回目のるのは 90.。 〜 90.2% の ・ ﾡ船

般維 2.7 〜 3.0% を, 7.1 〜 7.7% o v- 総維米を命! :

居る。第三回目に到れ］.。 時間の處理に依 » ・-般維Gは 80.5 ち第一回目の處理の結果は 0.5並に 1.0時間に於て 90-92.69%

ﾡ 量
バ ～ プ 屮

" 間 α-戦楽 0-増楽 一世維楽

第 一 回 *
s。 ・ 11 85:97 ダg7 576
10 10 92.63 ' 1.32 6.05
1.5 91.26 2.07 667

第 : 回
0.5 イイ 85.05 551 9.イ:
1.0 42 89.33 3.21 7.16
1.5 42 88.20 451 7.29
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を示したが,第五冋目の處理の結果は 65.1-89.39% に述した。 1.5 
時間 の處理の % の第一目には 91.3 第五同目 にはは 88.226 を示 し, 

m敷のなるご共にバルプhの ・- 般維楽合量の減少, β-並に r 

*-線維素合量の増加が知られた。

以上本試驗に於て他、酸癡液を全 く ﾡ則す るこごなく, 商ちに共の 

炎液に消費 されたﾡ酸量 z 追加 し, 適常な處理條件の下に繰返 し こ 

れを使用 し,共の坂液中のﾡ酸河費の映態並に製したバルプの品m 
の一端を試感し。

繰返 し規譲の仙用 に依り 同一處理條件の下に於て共の循'酸消費 不 

はﾡ印同敷を重ねるごに増加の仰向そ示すとごが知られた。断様 

に回敷を重ねるごにﾡ酸費率の増加するは, ﾡするにﾡ液 

はﾡ則と共に原料中か ら利々の有機成分が溶出 し り ・ 之が次の處 

理の問に更に研化共他の化學反應を受け,こ、に複維な黙態を前 

消費の上に及ばすに依る %のでわら う。同時にパノレ ブの品質は之等 

のH々のﾡ件の下に於て回数の増加ご共にﾡﾡ化し楽る こごけa- 
農維素合のみょ り見てる之を認め得るﾡである。このこごはm 
河費が量る大きい一回目 よ り第二回目に到る際に大きい。而 I 
て無ﾡﾡの位坂を使用する際, 同一の品質のパルブを同 •處理修 

件の下に於 <単tとこ は田難で らう。

獅様に研酸ﾡ液を無ﾡ則の値i［ちに河費酸量を追加 し,同一虐用 

終件の下使用する そとは作業上便利なﾡは少く ないが砲限の消我 

Iを増加 し, 又假へバノレブの收ホの用加はあ るごするる, それのm 
質 の 低 F に品質の不 均一性が生ず る o

爲めに此等の缺勲を避け る にはﾡ酸ﾡ則共他に就いて竹考の仲 

地ある ご考ら る。

單寧採集經濟試驗に 就 て (第一報)

技手ﾡ見四郎

諸 論

(イ) タンニンに就て

ペ シ= ンビはタン= ン酸, 解酸, ヌは派楽と ・稲せられて居る物 

質 で,油•種の植物中 に舍行せ ら れて»る成る 道な性質 を 行す a 物 

賀の總精である」ご魔く定義されて»り, 又狹義には特にクンニン 

彼の語を以つて五倍子のク ン= ンを指す場合るる。

ク シ= ンの有する通な性質ごしてはは色々な性質が界けられて居 

る , の内で要な % のを列界す a に次の通 らでわる。

1 . 皮を:革:に變ず。

2 .映は収ﾡ性を布す。

s. ﾡ化節二盛に よ っ て •靑 黒色又は綠黒色 を呈す る o
4. 振日質, ァルク・イ ド,腰,重金域離,鹽基性冇機色索等の 

各溶液によって沈澱を作る。

5. 赤血職及 ムモ=7の 客溶液 によ って 浪赤色 そ示すo
6. 溶解度は水, ケルョール, ァセトン, グリセリン, 酷酸-一 

テノレ等に可溶性で,純エーラ"及稲統ﾡにはﾡ済性で, ベンゼン 

y ・v フ オルム, 石油ーラル等には不流性でみ る ご されて居る。

7. 熱性そ行せず。

以上タン= ンの行する共な1要な性ﾡの内で 7 の結品性そせ 

ずごfﾡが純解なタ シ= ンの製出を田難にさせ, ﾡ局タ y= ンの 

研r究力だ岡ﾡであ る 原因 ご されて居る。
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現在の處各種の植物資源から 得られた クンニ ンの研究は大愛に 

れて居て, 二,三の例を除いてはタン=ンの構逃は勿論分子式さへ 

術定 して居らぬ も のが多 く, ﾡ共タン= ンの分解生成物及反噛等か 

らビロガロール系タンニン, カテョール系タンニン, 再ﾡ混合系ク 

ンニンの三ッに大別されて居る。

(v) タシ=ンの用途

ク ン= ンの本態に開しては今的不ﾡごされてﾡるが, ク ンニシビ 

して定義 されて 居る 性質か らして多和多様な 用途が4 じ て 川•ろ e
i 皮をﾡにﾡずる性質はﾡ製剤こ して使用せられて居ふ。

製剤こ しては現介ク ・ 乙,明裂等の無機物,油,其池雑多な原料 

か ら合成されて居る合成ク シ= ン等の有機及無機物質がわ るが,天 

然產の クン ニン は 最も 古くか ら 使用 さ れたﾡ製剤の一つ で って, 

4前量る多量に使刑されて居る。

の命要は ﾡ時 に はは特 に加す る が, 平時 でる年々 州加す る 傾向 

がわり, 毎年災大な救の旅が仙刑せられてﾡる。此の莫大なMい 

に達する革を験す為に使用される ク シ=ン%亦典大な救そ要する

は容易に推祭 レ得 られるので る o
ﾡ製ﾡこ して使用される天然産タシ=ンの責源は主こ して樹ル, 

材質及果賞であって,現今國産資源と してはカシ及:ジナラの樹 

皮が極少な使用 されて居る外は殆ん ど輸入原料が使用 されてルるル 

態で る。輪入材料 ごして南米,南洋等か ら 輸入 される ツッ トノ：
・

バーク, 同エキス, ケプラチョエキス, ミロバラン等が主なるるく 

でわるo
ii 防ﾡ性め り 且褐色々素と共存する事が多い爲漁網の染色に川 

ひらるo
之る古くからM用されて居る用途の一つであつて, 世界の三大油 

場の一つを近く に持 ち 水産 日本を 誇 る 普邦の水産業に缺 くの 出
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ない漁. 網に就て,共の年々の使用並損失そ見る(に; Tに上大な 

る数北に述する ものであつて,此の漁網の腐朽損失を防ぐ爲にタン 

= ンで巡綱を染色して使用するのでわる。此の場合もクン= ンは仲 

々要な役割をﾡじて居るのでわるが, 漁網の染色に用ひられる/ 

ン= ンの図ﾡﾡ源は, カ シ及 ミ ヅナラの樹並にハナスの機皮 

であつて, 共の使刑は松僅少であつて,霊要の大部分にけは熱ﾡ地 

ガからﾡ入される ッチが使用されて居る。

ii 牧公性は各和の岡楽用攻鉄剤こして, 鹽化第二載に より 靑黒 

色又は綠黒色を呈す る 事は イ ンク共仙の染料の原料こ してメ香で 

: 過去に御曲黒剤ごして, 盛性機色米を沈滅せしむるﾡ媒業剤 

ごして,共他 タン= ンの分解生成物で わるビv ガ・ ー ノレ は 還元性が 

强い爲寫眞の現像に使用されるのである。

之等の岡藥用,染料, 媒染剤等に使用されるタシニンは, 共資源 

そ主ビ して五倍子に求めて居るのであつて, 五倍子は香にかてる 

岡山,山口,鳥取,愛級, 和歌山等の各縣に産する が,之か香

災にﾡしては利々不足の状態で, 小亜細亜に産す るァレッ ボ五倍 

F, 北米に産するノ ッカ五倍子等の娘入ﾡ見てﾡる。

(ハ) ﾡに於け るタン= ン資源

前地oiu め 番の軒製川及漁細染色用タ シ= ンは誉だ不足を迷た 

してﾡるのでつて, 年々敷 千高ﾡの輸入 を 見て ﾡる 黙態で わるが 

依に,ﾡ製剤こしての合成タン=ンの研究が盤にな, 政はフー 

一, クレゾール頼からの合成, バルプﾡ液の利用等C々ご研究さ 

れてルるが, 未だ天然産タ ンニンの本態が確定せられてルら24日 

ではタシ= ン類似物は 出來て 居る が,全くタン= ンの代用そな し得 

a 物質はスラを完成 されて居 ら ぬ状態で る。

→方然産々 ン= ンの新責源の開我る多 く の人々によって叫ば 

“「居る處であって,製尚, 商ポ雅島の想地樹に隅する研究,例ﾡ
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及滿洲に於け るカラ ツ樹皮に開する研究が一端でわ るo
北海道に於て %北海道林業試験場林業試験報街第9ﾡに ・イド・ 

バルダース ト ン (Lloyd Balderston)氏が北海道産樹皮のタ ン=ン合 

有について樹和 24 和を使用して試験した結果をﾡ炎して»るが, 

共結果か らタンニ ン合行」79%以上の樹和ご共タ ン = ン合を抄

鎌すればのりでめあるo
樹 •• 和 タ ン = ン合量

力 シ・、樹皮 11.28
ミ グナラ樹及 9.21
バ ッ=ャナ ギ 樹 皮 8.23
コ ッナ**樹皮 7.49

才 ン=樹皮 9.59
力 ラマッ樹皮 8.47
工 ゾマツ樹皮 9.03
工 ッ中皮 10.40
ア カ=ゾマ ッ樹皮 19.21

ア カェゾ ッ中 皮 24.38

ア カェゾ ッ外 皮 15.17
ハ マナ>Aル 23.52

以上の粘火力 ら 見 る (て, 樹度 中にタンニンを7 2%以上合布 する 掛 

ﾡは, 同氏○行つた樹和 24 種中8種に及んで居る。4同氏の研究 

結果からタ ン= ンの探集にﾡして校討して見るに, カ シハの機皮に 

關 しては數十年前北海道十勝地方に於て二,三の命がタ ン= ン= 

・の製を企業化し, 有利に事業を途行し得て事fがわるが, 

後海外よ ら 割安の品輪入増加せる ビー面原料ﾡ集田難ご な ら たる公 

中止して居る。依てカ シの樹皮がﾡ易に且多量に永年作の探WI川 

楽るなら, カシ樹ルかゝらタシニンエキスを製ﾡする「業は再 

び有利 (に企業化出 るご推察しても大なる説はないご 思は れるo 
從って 又 カシハ樹皮 のタン= ン合有 ご 同等の タン= ン合有そ 示 

ナ樹皮が多に永4の間容易に探取出迷る な らば, 此の樹皮 ・ 

タ ン= ンエキスの製道原料と して使用出ポる事が推察され るので 

わる。

ミ博士は タン= ンの合行量が 7-8% 以上の武源は タンニン探 

集の利用価価があ a ご, 又澤山博士はク ン= シ原料ご して經済的價 

位のわる %のは材種が災高で少く ご % 5-09% 以上の (同氏はタ 
シ= ンごは五倍子のタ シ= ン,みを示し他は温と稱する を適常な め 

Y 見イ故して居る)そ合行しな く てはならないご客々違べて»る。

ト勝地方に於け る カ シノ、樹皮の利用實積並に三浦,深山明博士の 

提からして, タ ン= ンの合行が7%以上わつて村積の地荷な資 

wl, タンニン探集願料ご して の利用 価値が あ る と 推/さ應, 瓦 で 

あるo ・
依て前記のルダース ト ン氏の試験結果に よ る樹皮のタ ン= ン合 

行72% 以上を有する樹種 8 和に2 き, 本道に於け る共蓄積量整年 

伐を成るに, エゾマッ及 アカ エゾマツ は其の蓄積品甚だ多く,且

材 tバブ責材共他のル材に利用 される爲, 共の4伐量る非徹に 

多いのでわ る。 ミ ッナ ラ及カ シノ、の蓄積品: も亦現在の處では多 く な 

2 て 居 め , の材は用材及ﾡ殺材ご して利用せ らiれる ﾡの年伐量 

%多いのでわつて以上の種類は々 ン= ン探取資源ご して充分に利用 

慣位がわ る ご 思惟せ られる のでわ る。

カラで.ツは上記のﾡ類に比校すれば, の釜税も4伐iるに 

劣るのでおるが,位置tが仮利なﾡ所に集岡的に川坐して届るるのが 

多く, 全道的に倣在して居る%のに較して, の樹皮の探集は容 

以でわら う ご推染されるのでわつて, » ラーッ樹皮るかタン=ン探 

"資源の一 ・つに加へるが出みる ご考へられる。

-23-
-22-



オンョ及ヤナ ギ類は共蓄積及年伐 も背く, 且つ散在す る 樹Hで 

あるから, 共の樹皮のﾡ集には多 く の四難が件ひ, ﾡ皮のタ ン= ン 

合行ﾡは多いのであるが, タン= ン探災源ご して の利用仅値は甚 

なしく 低減され るのである。

依て本道に於けるタ シ= ン期査源ご して利用位値のある樹皮は 

ルダーストン氏の試戦せる24ﾡ中では, エゾマッ, ブカェッー 

ッ, ミヅナラ, カシハ及カラーッの5和であるご推察されるのでわ 

る。 、

前述の如く ク ソ= ン価要量の殆ど全部けは之を海外よ り輪入に仰い 

て居るのでわるが,地高 な る 資源 を行する 本道に於て之が産慎充 

をﾡ,図内 に於け る 自給に資す る こ ごはﾡが用 タシ= ンが品 

ご して缺く可力>らざる %のであるここ よ り見る %極めて緊要ご考へ 

らるゝのでわるo
以上 5 ﾡの樹ル ○内タンニ ン合行並の最 % ﾡい カ ラ ッ樹攻か ら 

タン= ン探災事業を利に行ふ事が出楽るこすれば, 他のク シ= 

合方損の多い樹種については尙-脣冇利に事業を行ひ得る”がM察 

出楽るのでめる。

依てづカ ラマッ樹皮からタン= ンエ◆ス製遺試験の施行を期!

zのでわ るo
本試験は着手後日向 く 充分なる結果には到達して居らぬが,此 

に ははタンニン=キス の製に閲 して最 %災で わるご 地はれ る 試

ﾡ結果を報告する事ご した。

試験材料

供試樹版は野幌國有林第 16 林班内 に生育 して居 こ カラ マ ツ

(Larix Kaempferi Sarg) 3 本か ら採集 した もので ある。

試.験に供したカラマツは 5月25 日に伐探して面ちにﾡ皮しに。 

此 の 時期 に は材質 ご 樹皮 ご の 間 に樹液が充湖 して 居 てﾡ皮 は 容易に 

行は北, 人夫1名にて5 時間で伐木並長 さ 2m に切販及剣皮 を 完了 

したのでわ るo
カラマッ3本をA,B,C,と し各々 の樹齢,樹高,胸高直徑,材 

税, 樹皮 を 示せばの通 らでわる。

A B C
樹 年 28. 27 27
樹 高 m 12.0 12.0 12.0
胸 高 iL 徑 cm 23.0 20.0 20.0
材 積 m 0.3019 0.2296 0.2545
樹 皮 ：!>!： (生) kg 37.0 28.5 31.5

B ご Cはは樹高及胞商高直征が等しいへに3拘らず材積に差のあるの 

は本材ﾡの査定には正確をする公幹部を長さ 2m 毎 や切斷 し其末 

口ご元口ごのi径を測り, 之よ り材績を目出した爲である。A, B, 
c 3 本の総材績は 0.7860m ごなら, 総樹よ量は 98.0kg ごなる。 

依てカラ〜ッ 1nにﾡし樹皮は 124.7kg得られる事ごなる。(樹皮 

は外を 合t)
A,D, C, 3 本から採集 した樹皮から各々約 1kg の掛を探集し 

<, 共氣乾並乾燥重量を測定 し水分量を算出した結果は共の り で 

ある。

生バに3す る
応水分 %

須量に対する 
乾花燃水分 %

A 46.0 14.5
49.4 15.1r

c 51.1 16.0

不y 46.5 14.1
上表によ り生に到する氣水分正均 48.56, 氣ﾡ量に
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そを前記の樹探量に便用すれば, ラジ 1m' より生 

124.7ikg, 氣休Ji64.2kg, 乾燥欧載 55.4kg の樹皮 を採集 し得 ら」 

ろrにな る。

該樹皮の氣乾物を 細斷粉碎 して,共の一定iか らプvク ラ(Pro- 
cter) 氏法に よ ヶ出液を探り 出 し,共の出液一定量を泰ﾡ皿に容 

れ蒸殺体沼し, 後 110-100C の空条ﾡで 3時間ﾡ燥して相し, 

共の後蒸ﾡ皿の度部が決赤色になる加熱 し灰化して秤:化し, 大強 

そ以て全行機物ご した。次にク = ン定量には レーウェンターパ 

(Loewenthal) 氏の過 ンガ ン酸加源定法を探用 して定量した。U 
ﾡ果は共のである。(乾燥樹皮に對して)

全 有 機 物 17.499%
クン=ン 量 8.15%

試驗方法及結果

誠料ご しては野幌國冇林第 16 林班から採集 した カ ラ〜 ッ樹ルを 

長 さ 20-30mm, it8-5mm に 切斷 した ものの氣乾物を 仙川 し, 々 

シ=ンエス 製逃に量 %深い 關係 z 行ナ る ご 思 されるの 事r項 ・ 

つて試戦しiz。

1. 改出時間ご出液中のタ ン= ン量

前記の カラマ ッ試料 50gr をﾡ り , 500cc のエレンマイ ャーフラス 

コに容れ, 之に樹皮の丁度浸る程度の水を加へた る に,20cccの水 

そ 要したのでわ る。 依て 500cc のエレン～イ ャーフラスコにカク 

ッ試料 50gr 及水 200cc を 容れた %のを6 仙刑意 し, 答フラスョ 

にI,I,I...VI の番號及逆流冷却器を付して,沸騰水浴中二.： 

てI1 時間,I は 2 時間,I は 3 跡間, IV は 4 時間,Yは6
時間,VIは6時間, 各々校出させたのでわる。各々所定時間の浸出 

を終った後に,傾斜法によつて浅出液を採収し,共出液hにイ 

されて居る クンニ ンをレーツェンタール氏法によつて定量したの 

でわるが, 共結果は火の通りである。

フラス コ番ﾡ 山時間
注出 100cc 中
のクンニン髭

注出時1時廷長による 
注出液中のタン=ン加量

間 sr
I 1 0.760

I 2 0.985 ヽ 0.225
III 3 1.050 0.075
IV 4 0.985 c-) 0.075

5 1.210 0.225
VI 6 1.260 0.050

上淡に誠しば送出時間 1.時間目から 2時間目に至る出液中の 

タン=ンの増加は共 100ce に到して 0.225gr で大なるものがめ 

り, 浅出時間 2 時間目から 3 ・間目に至る出液中のタ シ=ンの 

増加は共 100ce に封して 0.075gr でわって, 3 時間目から 4 時間 

目に至る浸出液のク ン= ンの増加は -0.075gr を示して却つて減 

少 示 し てﾡ る。次に5 時間 目に至るご 4 時間 目のものょり 0.925 
gr を増加して L210gr を示して居るが,之はヌ 2 時間目のものに

検 して% 0.225g のf加 こなり, 結局2 時間 目より3 時間 ﾡ 

に0.225gr 即 I時間常 り 不均 0.075gr のfr加ごなるのでわつて, 大 

なる加ごは言ひ難いのである。6時間目に至るご 5時間目のるの 

に比校 し加量は 0.050grであつて, 増加量は減少を示して居 る。 

即浸出時間を延長する も浸出されるクンニ シの増加利度は湖央低 

減する傾向がわ る事を知 るのでわるo
依てﾡを調勝水ﾡで校出するのには, 2 時間浸出する のが經 

済上か ら 見 て奴 も 適常で あ る ビ 思惟 され そのでわる。

2 出回撃ご出液中のタン=ン量

カラーッﾡいら濃な浸出液と得るﾡに, 交出法をの様に施: 

行しこのでわる。



以上述べた方法によつて順フ ラス= を増し, XIのフラスﾡ

前記の細所 したカラマ ツ試料 50gr を 500cc のエレンマイヤーフ 

ラス=に容化たるの12仙を用意し, 答々に I,I, IY...X, 川 

の番境を附したのでわる。

先づ I のフラスョ に水 200ce そ加て逆ﾡ冷却器そ附して 9 町 

間沸脇 して居る 水浴中 に入れ浸出 させた後出液 そ 傾斜法 に依り 採 

り 出す。 共のﾡ量を計ら 200cc に達せぬ はの水を I のフラスコに 

容化, 振盤してヌ液を探り出し, iのa出液ご合して200ccごなす。 

之を カラマ ッ武料 50gr を入た I のフラス= に加へ る。I には前に 

採 ら 出 した浸出液よの水そ加〜,LI 共逆流冷却器を 附 し < 2 町 
即沸騰水浴中で浸出 させる。2 時間後 I の フラスコから浸出液> 

採り 出し,共量を計り 200cc に達せぬ期は I のフラスコの浅出液 

z I のフラスマに容振量して液そ探り出し,前のI の校川被ビ 

合して 200cc と公し カラッ 50gr のみを容れてある I のフラ 

ス = に容れる。n の フラスコ には探 り 出 した浸出液量を Iのフラス 

=の出液及水を以て Iのフラス n內を通過 させた液で和ふ。I o 
フラスコには漫出液量を水を以て初ふ。斯して し it m の各プラ 

ス=被 200cc を保たしめ, 逆流冷却器と附し 2 ﾡ間沸勝水 

中で茨出させる。

2 時間後 Iのフラスコか ら浸出液を採 め 出 し共被量を計 め 200es 
に達せぬ量は II のフラス= の浸出液を Iのフラスコ 容化, 振量 

後採り出した液で補ひ,IVのフラスコに容れる。

m のフラスコには探り出したる液を I の浸出液及 I の浸出屋 

を以てIのフラスョ 内を通過せ し め た液で補ふ。Iのフラス=には 

探 り 阳 しな校出被量を I の出液及水を以て I の フラスコ內 を 辿過 

せしめた液そ以て補ふ。I の> ラス=には校出液量を水を以て補4。

獅して I, I, I,IV の各フラスコの意を終り, 各々逆流冷却: 二 

z附し 2 時間沸騰水浴中にて浅出せ しむる。

出を行つたのである。 上記の方法を 圖示すれば次の通り である。

支
^

迄

心

纟

烂
-•

曲

0

畑<
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期
野
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「
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W

号
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各フラスョから探り出 した最初 の浸出液中 のク ン= ン量を 

エ ンタール氏法によつて測定しこ結果はは火の通り である。

ラスコ 
製

浜 " 花 ジ波100ccHグ ンニ ン 附加量

1 A' 0.586 gr

I B' 1.777 0.791

III C1 1.978 0.201

I D1 3.524 1.546

V E' 4.346 0.822
F1 4.702 0.356
G' 4.804 0.102

I I' 4.S74 0.070

IX 11 4.002 0.036

X J' 4.9382 0.030
X K' 4.964 0.032
x L1. 4.984 0.020

以上の結果に紙済的見地を加へて校討するに, 浸出液の濃度の増 

加が減少 し始めたV ヌは Wのフラスコ の出液を探 る のが, 最 も打 

利ご推定されるのである。

結 論

カ ラ ～ ッ樹皮の条物を長 20～80mm, 巾 3〜 5mm に細所 しz % 
の 5Ogr そ 500cc のエレンイャーフラスコ に容れ, 水分 200ce そ 

保持せしめて沸騰水浴中にて浸出 しに結果, ク ン= シの出には共 

のﾡ件が継済上る有利でわ る と見做し得る のでわ るo
浸 出時 間 2 時 間

浸 出 回 數 5-6回

上表に據はぱ各 フラス ヨカ ら探 り 出した漫出液の浪度は,I か ら 

X に至るに従つてﾡ浪呼ごなるのでわ ゐが, 共濃度の増加は 

第に少する傾向がわるのを知る。II から IIに至る推は価に 0.201 
gr でわるが, Iから IV に至るに登に増加して 1,5i6gr そ示レて 

居る。 即I から IV に至 る のに平均 1 フラス=宛 0.8735grの増 

加に相常するのでわる。

Vから W に至るのに 0.856gr のr加で加量の減少を示し, 以 

後 Wから WIに至るのに 0.102grMI から VI 至るのに o.o7Ogrv 
増加ご, 順大若しい増加の少そ示して屈る。 改と出液のi導が 

濃厚ごなって, 城皮の合行するクン=ン止に接近するに従つて, マ

=ンの出量 はM価 少 となる 郡 を 知る ので ある。
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■

トド マツ稚商の商床こLて の腐朽 

倒木特に 褐色腐朽 倒木 に 就いて
・

,: ・ 技 師 内 田 丈夫

北海道 (に於 て 針葉樹の天然 虹新の 貴好 な 林地 に足を 路み 入れて, 

此の更新しつ 、 ある針葉樹確商の4育ﾡ館をﾡﾡし 共の確飾稚樹 

の年立する 土壌を檢す る 時, 腐朽 した木質部が地上に横は り ,とれ 

そ 商床 として 共の 内部 z 貫 い て 根部は 賢 く 見つ 廣く 分布 し て 居 る W 
が容易に認め られる こごが多い。斯樣な針葉樹の稚苗稚樹の更新狀 

態は客地に於て認め られ, 従迷倒木更新ご云ふ名ﾡの下に炎示設明 

されて居る處である。

獅の如く此のﾡや倒木は針葉樹の稚ﾡの微生並に4育にﾡ1 て 

る好な結果を興〜るﾡ床ご してイ作する %のでわるから,之の依 

つてポる所以を知るとこは, 針業樹逃林が然更新に依するこ ¥ 

の多い本道に於ては常然変な意を行する %のであ り, 針蓄樹 

天然更新に到する見解に重災な一指針をﾡするのであ ら う ご考ら 

れるのである。ﾡにかて否人はつ州朽 倒木の行する 性映 を 調書 i, 
針業樹稚尚に到 して貴好な商床 ごして の原因を求 め 。

火きに共の武感結果の一端を進べてﾡﾡに供す る第でわる。

從來單に倒木と云ふ慨括的な 名「稱を以て云はれて居る %のる,針 

樹稚飾並に稚樹の微券並に生育の上に意義を行す るるのは, 発て 

の倒木に適用され得る %のでわるかは, 疑間ご さるゝ %のでわる。 

則ち概して好な床こして認められるるのは, の材質, 仙か 

ら推察して針葉樹に山來した褐色を呈した多孔贯な構造を方し,渊 

性を示するのに多いて ごが認め られる % のでわ る。 同にの上 

に粗腐植層の被覆を有する 寸 のに於て認め らるゝやうでわるo
倒木の崎朽状館は作用する歯知等の爲め客ﾡ各様でわるずは勿書 

で あ a が, 林地 に於 て 針業樹にの 因を發すもと 考へられる ﾡ朽倒 

木は, I)ﾡ色を星して多孔質魔弱な構細繊を布し, 非常に破碎 

レ必い, Falek 氏® の デス ・ク チ ォ ン崎朽 所謂赤腐 と, I) 灰 

白色を星して,歳維状又は板映叩ち歳維の方向に大さ く駆離され, 

破降さる ゝ こ ごの田難な % の Falck 氏の コ・ヂ4 ン, ﾡ朽川ち 白腐 

ごに二大別する こごが出みる。

善人 は今,野ﾡ岡有林門 に於て以上述べ た二H類の朽映態と示 

す, トドマッに山楽するご考へられる倒木を探収し, 試験に供する 

ことと した。ﾡﾡ朽した木質部から ト ドッに山楽したものご, 確 

Tに認定する に役立つ標示法は認め られな いから, 從來本風有林內 

の葉樹は, 殆ど全てがトドマツに依つて占められ,=ゾマッ等め 

作作Eは催少に止tるご云ぶ事よ り, の木質部が外葉樹に山する 

ご認め られたるのは ト ドマ ッにその因を有する むのと した。

4介採収 し に供試倒木に就い て略記すれば,

I) 炎面は約1福の粒ﾡ補断に伏つて被はれの下に約16ﾡの呼さに御 

色を品し, 多孔質にして,納ﾡ映にﾡ場に剣糧され渋しくJ弱で指間でも酸 

際されイ, 各方面にト ドマッ報弦共他の植物根が分布して居る もの。

2) 淡mは前裕と同様にﾡ岡ﾡﾡに伏つてﾡはれ, 褐色を呈し,甚だ破碎 

とれ助い多孔質の厚さ約13純に達するもので,トドマツの稚苗の根は他の 

植 物根 と 共に間隙を謎って長く 各方向に分布 して居. る もの。

9) 殆ど周風の地表面と共の表面は同一高で共の上に粗腐桢居が被後 し 

出色をソ* る 多孔質なる もoe, ト ドマツﾡ他の植物ﾡが各方向に向つ 

て分布したもの。

) 1脚内外のﾡ崎樹片に 依つて 被はれた褐色 を品し, 杨狀又は 棒状に採 

ルI 仙るものからなり,さ約 20 細にして, 前同様 トドマツ稚苗共他の植 

物Aが各方向に貰t通分布する こ とが認め られた。
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の) 炎mには相質ﾡ店を候ぎ, 1桐内外の深さﾡ白色を品し,繊維状に判 

離することが出來た。共の下には前者に比して稍硬いが,色はﾡ前裕と等 

しく,白色を品ナる部分が在した。此は山倒約 24 堀の商ﾡ崎形を品し, 

地表面上に横はつて居た。

の 炎mは5 と同じく,和ﾡ植肝に被はる、ことなく, 白色を呈. する約 

1 ﾡの利々優く且つ短い域維東状に判ﾡする と との出楽る部分及の下には 

和々色形を興にする過河な, 然し向幾分前杯より優く,板収に剣燈すること 

.の可能な部分から形成された。これは毎約20樋の略ﾡ筒形を星し, 地炎 

面上に横はつて居た。5地に6は, 共にトドマツの稚ﾡの存在を認めること 

が出來なかつた。

以上各班倒木は殆ど水平に横は り ・ 多・: の水分を保持: する もの、如く認め 

られた且つ初色ﾡ朽倒木の炎miを被置する粗崎ﾡ肝の来業ﾡは, その朴地上 

に立ナる 植物の落葉か ら 成 り 想ﾡﾡ府は特に/ﾡの酸質士ﾡ上のそれ と 相 

違する點を見出すことは出來なかつた。

此の粗物植底 と 倒木表面 と の間は黒色 を 呈 した Hﾡに供つて 構成 さ れた G 

兩層混合して居た。

供試品の採取に際しては,和府ﾡﾡ共他刑圏のﾡ質土等の混ス 

す る こと を 防ぎつ ゝ,各部分 よ め 探収 し,植物根笠を 除去 レN< 
合 し,共後 一定 量 を取り, 氣 乾 とな し 乾燥後全 部が 0.5 相 目 の 簡を 

通過する迄破碎し,後密栓瓶に貯蔵した。ﾡ5)並に6)は他ご同様 

に各部分を全部探収し,混合する事は困難な爲, 主要部分を切町し 

後これを破砕し,混合し,前同様の處理後密栓瓶に貯诚しだ。

各供試品に就いへて機物質はﾡ納後ﾡ酸ンモ シ= を加→て 

濃都, ぬ画, 灼熱 し,炭素微粒 を消失せしめ,その損失量から水分 

そ除去した % のを以て し,粗灰分は 以上の灼熱處理後の殘波か ら算 

田し/。以下の結果は各々五回の平均數を以つて し,次の各処機反 

分は各回ク灰分を盛酸に流解し 之を混合後, 鹽酸不溶性物質'」门 

別後, 洗ﾡ, 整索の反應の消失を機とし, 定量としてるのに就い

て分離定量を行つたo
今光づ有機物質i並に粗灰分を表ど示すo

1 ・
埼- 交 (#小

番 號 打機的賞 和 交 分

高. ¥
1 9S759 1,241

2 97.870 2.135

3 89.341 10659

4 97.994 2006

5 98.748 1.252

6 98.786 1.214

各供試品は其の由來す る ものに依り,"然殆ど全てが有機物質か 

ら構成されて居る込のでおるが,普通の健全な木質部に比べて粗灰 

分の増加 して居る こごが認め られる。而 して木質部中の粗灰分に就

ては共の樹木の立す る 立地, 年齢共他被ﾡの有無父は樹木の答 

部分に依つて共の合有量を収にするとごは勿論でわるが, 一例ビ し 

てトドッの和灰分は 0.84610.464%8 を示す 芍, 腐朽倒木中の粗 

は分の全ては L0%'以上を示して居る。ﾡな3) の 10% 以上に% 

述するとこは, 此の倒木の扁平な結果周阴の礦質土壌の多量に混入 

しつにとごに原因する %のでわ ら う。

メ s (にi地。 ガ法で2 た 整酸可溶性無機成分 z 一級土壌無機成 

分分析法 に従つて測定 し た結果次の數字 を得た。

第三 (ﾡ中)

つW酸不 
" 物4t 挑展分 1 商化独 

及土
石 灰 か : m 里

1
d293 高 * 

O.G97 あ (162 う 
0.158 品 請

2 0 309 1.820 0.376 0.82 0.255 0.20 0.G96 0.064
3 8.35i 2624 1.2c6 0.858 0.169 0.208 0c68 0.044
4 0.579 1.437 O.C66 0.812 0.221 0.201 008ラ 0.025

5 0.332 0.92J o.lo6 0.365 0.217 0.086 0.05o
6 0.15 0.796 0.088 0.389 0-128 0.075 0.016
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番説、 ・d2不i 
性 物 質 ﾡ灰分 酸化険 

及都土 石 次 杏 土 加 m

・ 灰 分

1 5f:05 1ダ1 15:22 ・:7.70
2 ...こ — 20.6t 11.0イ 14.00 6.58 5.27 5.19
3 418.2+ 32.69 6.4t 7.92 2.51
4 — — 162 5693 1569 14.08 5.9ラ

5 11.52 39.67 23.58 9.34 9.98
6 --- 50.58 16.64 9.75 8 58

各倒木 を通じて 腹酸 (に不浴性物質は0.203-S.035% を示した。 唯 

だ3) が多並に盛酸不溶性物質を行するこごは,前並のﾡに隙質土 

ﾡの混在が因するご推染される所から, 之を除けば0.203～0.579 
%そ示し, 内ﾡ色府朽倒木は0.203-0.579%, 白色l朽倒木は0.363 
及び0.445% そ示して居る。

酸化識並にﾡ士合に就いて見るご, 3) を前述の理由から除けば 

褐色腐朽倒木は 0.066-0.376% そ, 白色l朽倒木は 0.088 並に0.100 
% を示 し 乙屈るo

石灰は 3) を除けぱ褐色腐朽倒木に於て 0.580-0.89096不均0.706 
%示し 白色l朽倒木は 0.865並に0.3899%不90.37796 と示して, 

褐色腐朽倒木のそれに比べて著しく少ない。苦士は褐色腐朽倒カニ 

がて 0.162-0.255% 均 0.204% を, 白色腐朽倒木は 0.217 及び 

0.1282% 不均 0.1799% そ示 し,之る前者のそれに比べて先る こ - 

が認め られる。

ﾡ酸は 3) を除けぱ褐色腐朽倒木中に 0.158-0.201%不均0.150 
% そ合布 さるゝに, 日色l朽倒木中には各々 0.086 並に0.075%不 

均0.081% そ示して, 前者の約半量に達して居る。硫酸リ 2) cf 
在するに止ま る。

加里は褐色腐朽倒木に於ては 3) を除き 0.060-0.1009%不均 0.077 
% を示す, 白色l朽倒木に於ては各0.091並(に0.0619%」J0.079

%そ示して店り,前者ご略同量を示してﾡろ。 曹達は褐色腐朽倒木 

に於て前と 同じく 3) そ除き 0011-0.0642%4均0038% そ示し 

白色腐朽倒木に於ては 0.059 並に 0.0106 平均 0.038% を示し 兩 

者の間には大差の無い こ ごが認め られる。

以上の結果か ら 明かな様に, 本試驗 に供した褐色腐朽倒木は 白色 

ﾡ朽倒木に地べて盛酸に可ﾡ性無機成分を多 く 合行してﾡる事が知 

らtる。 いで盛酸可格性無機戯分hの客成分の合布割合を見る に 

兩林色腐朽倒木間並に各倒木の間 に幾分の相達は め る が, 大部分石 

灰及苦土に依つて占められて居る こごが認め られる。

抬朽 倒木中 の灰分が健発 な木質部の それに比止校 して多い事は 期 

の物質の混入ご共にFalek 氏に依る如く布機物質の分解波少に依る 

相可的用加に依る %のでら う ご推祭さる 、 %のであ り, 更に健全 

な木質部の灰分の細成ご地校する時,燃朽倒木のそれはは相処なるる 

のを示してルる。 きに従全な木質部中の主要な無機戯分に就いて 

示すご炎の近 り で る。(本分析結果は當場技手/見四郎氏の得 

てるのでわる。)

(統 ﾡ 中)

ﾡ k 分 ﾡ 灰 分 石 次 苦 土 ﾡ T | 立 I
: d26 0:378 0062 6:070 6032 0:103 .. \

車 ﾡ 分 小)

- 16.0 1859 9.7 27.33

のﾡ字は野幌國有林内のトドマジの木質部の上部,中部並に下 

部不均救を示 した %のである。勿論周囲 の條件共他樹齢等の各種 

降件に依つて之等のるのは』なる母め,直ちに本結果を以つてトド 

ッ全般のるのご考へるとごは出ポないに して %, その大略を知る 

こごカ山ポる ご思はれる。 の結果を見るに加里が最る多く, ぎ
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(に苦土が位し 石灰は第三位にある。ﾡ酸は 9.47% を示して第円 

位に横はる。

して ト ドマツが加里にむこごは Czapeke "が Abies Peci- 
nata に就へて之を加里に高む林木ご して居る こごから考合せて推 

定する こごが出楽る。之の結果と腐朽倒木の各無機成分を比較すら 

時石灰は甚しく 増加 し,普土は 5) を 除けぱ減少 レ ﾡ酸はﾡ色崎 

朽倒木に於て増加す る.%のゝ如く, 白色腐朽倒木に'於ては大您の無 

いここが認められる。加!を比較する時ﾡるﾡいﾡ化を認めるここ 

が出ポるo
獅様に健全 な木質部の無機成分 ビ 腐朽倒木の それご の間にはi的 

e る又純灰分中の合イ割合に於て む明瞭な相違を認める こビカ楽 

る 〇

Kostytschew 氏"はは植物體の加型は4 オンの形で存在 し容 培に 

出出楽得 る事そ述, Ramann 氏(めは 落葉 中 の無機成分ほ 加里 i 
も强く溶出し,若土並に燐酸之に次ぎ,石灰は比較的少ないこと： 

認め, Mommik氏® %亦同機に洋葉の分解にﾡする心験に於て石灰 

は増加し, 加里並に苦土等の減少を認めて居る。腐朽の輕甚に依•い 

て又衣面に横は る相腐植厨 共他岡園の條件の影縹に依つて, 午%+ 

倒木中の無機成分間の相違が生ずる こ こ %推察さる、のでわるが,

の分中の大部分が石灰に依つて占有 され, 健金木質都中忙及も 

多加里の少量に止まる こごが知 られる「か ら以上ご同様のﾡ路 ヒ 

取ると とが考へ られる所で？,らうo
史に Muller 氏め は植物體を構成する有機物質の二,三Hは盛述N 

換性そ行するとと そ認め, 特に ッ グ=シははの最大の能力をする 

こと を 推察 して 居る。夕 Waksman 氏"は ッグノプロラネイ ト,;e 
M換性を認めて居る。

今試感に供心しこﾡ木の二, 三に就いて 1 規定鹽化アンモニア 

溶液で處理し,過別し,減液忙就いて灰分中多量に存在する石灰に 

剛して測定 し,他方ﾡ流はﾡ素の反ﾡの清するﾡ温水を以て法ﾡ 

し,ﾡをﾡ熱して,その中 の石灰量そ 定量 し た結果,第三炎の如 

く 大部分の石灰は浸出液中に溶出 して來る こ ご認め られな。

第 三 炎 (物中

規定ﾡ化アン 
E ユ 波に出

残 t " の
合 at (

し た Ca。 CAう Ca。 (D)
1 d52o 6520 100.0
2 0.738 0056 0.794 92.9
5 0.272 ・0.96 0.368 739
6 0.261 0.074 0335 77.9

此 の結果か ら倒木中 の盛述の大部分は吸着的に保布 さ れ, 從來林 

地 土壌 の養料定 に用 ひ ら れた 熱盤酸可溶性無機成分 に比べて 容易 

に流出し楽り得るるのでわるご推数さる。

ぎに19%他幣酸法に依つて権物に容易にﾡ収され得る ご考→ら 

れ る燐酸並に加里の量を測定 した緒果, 節四表の如 く 全燐酸: 上中の 

大部分が同酸に て溶出 し得る形で存する と ごが知 られた。加里に就 

い て も同様のﾡ果が知 られた所でわ る。

ﾡ四炎 (!小

番拠 1 <4WXO 
町流性が喰 企P ネ破 中 

可性が酸
1 柳報酸 
可淋毎加鹏 父 加 里

ネ加単ル 
可溶性加甲

1 0.139 0:158 8i9 6o76 608) 950
2 I 0.085 0.120 708 0093 0.100 93.0
4 0.18イ 0201 876 0.08っ 0.085 941

ラ I 0.071 0.086 82.5 oc89 0.091 978
6 0073 0.075 97.3 0.060 0.066 95.9

以上 の結果か ら朽倒木 の無機成分は健全な木質部1のそれに 

べて多く, 且つ大部分は石ルぐから構成されて»め,更に容易に
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溶出し得る形で存在するこどが推惟され得る。

赤店 ご 白腐 ご はは共の女字の上に於て % 明かなや う に色彩を異に L 
て居るるので, Falck氏並に Wakcsman氏"はW和ﾡ朽を受けた 

木質部は共の冇機組成分に甚 し相述を示す こ と認めて居る。即ち 

Falck 氏®は=ロヂォ ン朽 を受けたるのは初めリグニ ンが利用 さ 

れ後にﾡ維が利用さる 、 %, デメ トクチォ ン朽を受けた%の 

は逆の關係を示し,繊維素が先づ消失 し,ッ = ンの合量は一般に 

減少しないことを認めて居る。

今 Waksman 氏の提唱 した方法に順じて兩種腐朽倒木の有機成分 

を分創定量した結果, のﾡべを得た。

ﾡ 五 表 (イ機)

番

22

エーテル 
i 溶 性 
釣 賞

ベンゾー 
ル・と 

泳物質

水並 
永 r ﾡ 
性 り Tt

• -1 r

へ ミ 七ル

・ーズ

七 ル

ロ - ズ

リ茱スン

様 9 負
^ ・ 合 tt

1 o.93 3.11 23 6:48 i7a 6982 一
1.93 9ぶ6)

2 0.57 5.03 1 57 4.51 781 71.06 1.17 91.72

5 086 1.96 0.51 10.64 51.55 27.03 1.29 938

6 0.66 1.63 1.63 13.75 17.09 30.イ 1.21 92.13

モー火可深性物質けは門朽倒不にがて大は認め られない , 

ベ ン ゾー ル並に ル = ー ノン可溶性物質は褐色腐朽倒木に 稍々 多い由 

力知 られる。 冷水並に温水可ﾡ性物質る亦ﾡ色ﾡ朽倒木に多いけが 

認められる。ヘミセルロー ズは 白 色腐朽倒木に稍 々優 り, セルv一 

ズは 白色M朽倒木 に花 し く多に合布 され て 屈 る 可fが認 められる。 

之に反して ッ グ= ン様物質は色ﾡ朽倒木に著し く優つてると ビャ 

認められる。 定法の相違か ら 直iち に比較す るこごは 困難でわ る ご 

考へられるが, ドト マ ッの健全木質部 リ グ= ン合」22.0-300o 
⑴ と 比較 して甚 し く 多でわ る こ とから褐色腐朽倒木の リ グニンハ 

物質 の 健全木質部の それに優つて ゐる こと が推測 される。

依つ て本試戚に供 した褐色腐朽倒木は Falck 氏のデス ト ルク チ オ 

ン府朽 を受けたものご 同様の結果 そ示すここ が知 られる。次きにﾡ 

白質に就いて見る時,兩者共に大差無いことが認められ,此の蛋白 

m は 他金 な ト ドマッ木 質部 中 の それ に 比 べ て 加 して居るとこが 

知られる。別に鹽化加里法並にディ ズルフオフェノール酸法に依2 
て各種倒木中の ァシモ= ア態至索並に砒酸憊窒素を測定 し た結果兩 

M側木共に之等形態の空楽を認め る ことが出來なかった。

Waksman 氏"o) はは土ﾡ中に加〜られた布機物質中のﾡ白質は容易 

に分解されるが, 未分解ﾡ米化合物の多量に存在する 時は再び歯盤 

蛋白孤として構成されるに到Sことを認め,又ソグノブロテネイト 

に誘導されるッグ= ン並にﾡ白質間の反を認めてﾡる""。依つて 

リスに兩種倒木中の張白質呆の健全な木質部中のそれに比べて多い 

一 ごは, 此等の結果に依る ご考へられる。而 して兩種倒木中の可溶 

性空業の存在の有無を本試ﾡ結果か ら itち に決定す る こと は 出楽な 

いが,白色 腐朽倒木 の様に多iの 繊維素 を冇 する もの に於 て は,共 

の在は疑 しい。本試験に供試した白色ﾡ朽倒木の稚の微芽並に 

生に好しからざる結果を示ナははその上にﾡ芽するる可溶性究素※の 

ﾡ除の爲め, その存績は許されぬこごに依るご推姿される。而して 

ト ドマ ッの稚ﾡの袋芽並に坐がに好な結果を示すﾡ色ﾡ朽倒木は 

共の 衣師に粗腐植曆を有す ・ こ ごか ら植物への室索給源の一つと し 

て 之 に依す るこごる考へられる。

,林木の生育に對•して土壊の化學的性質は勿渝共の理學的性質も亦 

T要な役御を行するこごは明かである。此の理學的性質に對•しては 

上に崎州が重要な意釜を行する こ と %知られて居る。而 して腐朽倒 

木は前の如く 大部分有機物質に依 り構成され, 褐色腐朽倒木は多 

ドハ リグ ニ ン株物質か ら成り立つて居る。

上崎ﾡは主ご してッグ= ン樣物質に占められ,麻横酸は ッ グ=
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ンに迷する るのど考られる もので Grosskopf 氏 は ﾡﾡ質の増加 

は ッ グ= ンの分解ご不行する ご述べて居る。今同一系物ﾡにポす 

る ご考〜 られ る 土壌腐植設に褐色腐朽倒木中の ッ グ= ン様物ﾡに靴 

い て, Simon 氏"の提唱 した務酸曹逹法に依っ てﾡ則 レ, 共の結果を 

比較す る と,一W:して 12.97%のM様そ合み, 遊離崎前酸 1L80% 
z 有す a 土城か ら は県神色 z 早す る 校山液 そ得るとご が出求たに針 

し,倒木生は僅かに液を若色するに止まつた。此等の結果から兩川 

4物K間にははの原物質は同一系のるのに血迷するこする おの, 。 

細成並に性質の上には若し相違がわ る ご思考さる 、 % ので Simon 
氏"は デス トルクチ オ ン腐朽木 中 の ッグ= ン様物質に フーモッ = 

ン酸と 云5名稲そ 興〜。 の溶解性は ﾡ植酸 と 異なり,性質 % 赤个 

く相違する ものである ことを認めて居る。

以上林地に倒伏 し,腐朽 したト ドッ に曲楽す る と 考へ ら れ る木 

ﾡ部の二, 三に就いての試験結果から,供償ﾡ朽倒木は大部分機 

物価か ら成 り 且つ その無機成分は容易に溶出 しポ り得るご考られ 

る 形態の % のか ら大部分構成 されて居 るここ が知 られな。両して 

の有機成分は腐朽菌の種類に依って甚しく相違せる %のを示し,柳 

色腐朽倒木は ッ グ= ン樣物質 に'ホ•み,線維素を著 し く 映除 し て居 る 

ことが認められた。即ち Falck 氏の所団デス ト ルク チ オンﾡ朽にﾡ 

するるのご推祭さる 、 %のでわる。此の褐色腐朽倒木中の リグ=ン 

様物質は ッ グ= ンに山迷す る ご考→られる土域ﾡ横酸並に他会な ド 

質部中の ッ グニン と は共の組成並に性質の上に相異な る %のがわ る 

ご想像される。

北氏"はﾡ朽木に就いて歯糸に依つて形成されて孔は,ﾡのM 
類に依つて巣なるは勿論, ﾡ朽の程度のﾡ誉に依つて%同一でない 

, 一般にﾡ色順朽歯は日色暦朽菌より%大きく,Iにﾡ色略ﾡ材 

蘭糸に依つて分泌されたﾡ素の作用(に依つて織維楽力洋解され,
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リ グ= ンのみが殘福する結果,細胞膜は脱弱 ご な り 旦つ細胞膜は螺 

施状の裂を生ずる ご述べて居る。 ・

且つﾡ朽倒木は枯死し木ﾡ部細載の残盤を有す る ご こが考→ ら 

れる。以上の様に 腐朽倒木は大 ・ な 間M そ有するこ 共に 又小 さな室 

胞の多數,が集積 して居る ことが想像出來る。その結果多量の水分の 

保持が可能でわ る こ ごが考へ られる。4ﾡ野幌岡行林内にかてﾡ色 

腐 力 例 木 に 就いて 現地 の 水分 そ各期に於 て測定 し た不均最位そ示す 

ごの桃でる。

・ 第 六 炎 (H正I)

倒木卜水 分 土 "*分

て348.1 17.19
2 380.45 39.5
3 302.38 43.45

不 均 34395 43.6

ち 3 個の褐色腐朽倒木は共の 100g は不均 348.91, 380,45 並 

(に302,98g の 水分 を 保持 し, 三者の卒均 348.90g の水分量を示し 

てる。共の周邊の埴壊土 (0-10cm>の水分を比核封稲する時, 

とれは 100g に到して各 47.19, 39.45 並に 43.45g 不均 43.36g の 

水分を示 して屈る。此の結果から腐朽倒木噴多鹏の水分を保持 し 

得る こ ごがﾡひ知 られる。 以上の様にﾡ色ﾡ朽倒木は多量の水分を 

保行するご同時に多数の大きな間硫を有する爲, 空氣の配分は良好 

でわる こ ごが考へられる。

本試脇に於てﾡ朽倒木殊に神色ﾡ朽倒木に就い てA々調 しz結 

r 褐色腐朽倒木は Falek 氏の所訓デス トルクチオ ン腐材に屬す a 
A朽細路 そ取ら, 多量の ッ グ = ン様物質町ち Simon 氏の プー モリ グ 

- ン酸に如するイ機物質か ら成 ら 且つ熱喪酸可溶性無機成分に比し

• _s_



て容易に落出 し得る ご考 らしる無機成分か ら共の大部分は占めら 

L, ダ酸並に加 皿にﾡいては 全燐酸並に全加里の大部分が植物に方 

効こ して考へられる形で存在して居る。Konig 氏"はは農作物に到し 

て兩無機成分の十分品即ち 1kg (20cm 深度)の土壌中燐酸 240-350 
延並に加!150-160 進を示して居る。今aの數値と對稱すると例 

木中にけは, 雨無機成分の益だ多に在すゐこごが知られる。如新 

共の無機養料 •の豊富な るご同時に水分並に空氣のm分の位 し s z欄 

像 し得可 き橋地を行す る こ ごが知 ら江た處であち。ﾡ果他の期 

條件が適當な場合,封色腐朽倒木の表而に落下 し に和子は適省な巡 

度 z 有す る 苗床 z 得, ﾡに 後芽 す ち に到る。

而 して斯 く してﾡﾡした幼前が生市を績け共の松系を等ﾡ色崎 

朽倒木 の中に下した時, これ は 理學 的並 に 化學的 に 良好 な商ル a 拠 

供し,ﾡに倒木更新ご云ふ映態と炎現する(に到る ものであらう、.

文 献

1. Czmpckに,F. : 1925 Biochemie der Pflanzen. II. Bd.

2. Falck,R undw. Haag.: 1927 Dcr Ligninund Cellulose Abbaudes
1 lolzcs, zwei verschicdcnde.Zersetzungsprozesse durch holzbewol- 

nende Fadenpilze. Ber. d. D. Chem. Gcscll. LX.I. 225.

Grosskcopf. w.: 1928 wie veraindem sich stofflichund morphologi- 

schdie Fichtennadelen beider Bildung vonAuflagchumus in ges- 

chlossenen Fichtenreinbestanden? Tharan. Forstl.Jalrb. 79. 343.

. イi原供三 •蔻見四郎： 昭和十一4北海道産爪災樹種の化ﾡ的細に就 

いて (第一報) 日本林學含誌 第十八谷 537真.

5. Konig, J.: 1929 Die Ermittlung des Diingerledarfs des Bodens.

6. 北島君三：樹病根及木材腐材論

7. K ostytschew, S.: 1926 I.ehrbuch der Pflanzcnphysiologic. I. Che 

mische Physiologie. ・

8. Mommik, A.: 1938 Ueber die Zeresetzungsgeschwindigkseit, des gefa- 

llenen Iaub und Koniferen-nadeln und iiber dem Schwund cinigcr 

in ilnen cnthaltenden Elemente. Bodcnk. u. Pflanzencrnalr. 8. 77.

9. Nuller, J. F.: 1933 Sonic observation on base cschange in organic 
materials. Soil Sc. 35. 229.

10. Ramann, R.: 1888 Die Einwirkung von Wasser auf Bucher-und 

Eichenstreu. Zcitschr. f. Forst-und.Jagdw. 20. 2.

11. Simon,K.: 1929 Ueber dic Herstcllung von IIumusextrnkctenmit 

nentralcn Mittcln. Zcitschr. f. Pfalnz. Diing.u.Bodenkに: 14.A. 252.

12. : 1933 Bcitrage ziir unterschcicdencn Charnkcterisicrung

von Huminsauren umnd allcaliloslichen Ligninen. Zeitschr. f. Pflanz. 

Diing.u. Bodenk. 27. A.129.

19. Waksman, S.A, and K. R, Stevens: 1929 Prozessesinvolved in the 

dccomposition of wood with reference to the chemical composition 

of fossilized wood.Jour. Amer. Chern. Soc. 51. 1187.

11. Walcsmn, S. A. and K: R. N.. Iyer.: 1932 Contribution to our 

Inowledge of the chemical nature and origin of humus. I onthc 

synthesis of the humus nucleus. Soil Sci. 3. S.

15. Waksman, S. A. and K. R. N. Iyer.: 1933 Contribution to our 

Ianowicdge of the chemical nature and origin of humus. III. The 

Basecxchange capacity of synthesized humus. Soil Sci. 36. 57.

10. \nlcsman, s. A.and K. R. Stevens.: 1936HIumius.

- 44 - -



昭和十六年三月 十 日印刷

昭和十六年三丿］二十日發行

北海道林業試驗場
c北i渋道江別町野物)

qル人 金 井 恒 書

札拠1市二條西五丁 日

印 M 所 水ﾡ 金井印刷所 

札 幌 l 二依西五丁 II


